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年頭のごあいさつ

あけましておめでとうございます。
会員の皆様におかれましては、新たな気

持ちで新年を迎えられたことと思います。
2015年が皆様にとって、より素晴らしい年になりますよう、心から
お祈り申し上げます。

昨年、FUJITSUファミリ会は、創設50周年という大きな節目の
年を迎えました。

50年前といいますと、東京オリンピックが開催された年であり、
これを契機に日本が高度経済成長へと突入していった年であり
ます。37会員からスタートしたFUJITSUファミリ会は、ICTでそ
の時々の日本を支えながら、50年後の現在、約3,500会員を擁す
る国内最大規模の情報通信システムユーザー団体になりました。
これもひとえに、会員の皆様の努力の賜物であり、心より感謝申
し上げます。

昨年10月に北海道で開催した50周年記念秋季大会には、日本
全国から過去最多の1,524名の皆様にお集まりいただき、大変盛
大に式を執り行うことができました。会員の皆様と次の50年に向

けて決意を新たにすることができ、大変嬉しく思います。
FUJITSUファミリ会は、最新のICT情報の提供をはじめ、全

国11支部の規模を活かした異業種交流や人材育成、会員の皆様
に役立つ魅力ある活動を積極的に推進し、さらには日本のICT強
化に貢献したいと考えております。LS研究委員会ではスローガン
である「Challenging Innovation」のもと、最先端ICTの利活用
による経営革新貢献と同時に、人材育成のための研究活動に取
り組んでいます。また、東日本大震災の復興支援をはじめとする
社会貢献活動は、FUJITSUファミリ会の使命であり、今後も大き
な柱のひとつとして継続してまいります。

2014年は、ICTベンダーユーザー会の会員数が減少傾向にあ
る中、FUJITSUファミリ会は、微増ながら会員数を増加に転じる
ことができました。2015年も、より一層、FUJITSUファミリ会なら
びに会員の皆様がともに成長できるように、私も誠心誠意務めて
ゆく所存であり、新たな50年に挑戦していきます。

2015年も変わらぬご支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。

あけましておめでとうございます。会員の皆
様には、日頃より格別なるご高配をいただきま
して厚く御礼申し上げます。新しい年が皆様

にとって、より良い一年となりますことを心からお祈り申し上げます。
2014年は、ファミリ会発足から半世紀となる記念すべき年でした。

10月に札幌で開催した50周年記念大会には、1,500名を超える皆様
のご出席を賜り、会員の皆様の長期にわたるご支援に感謝の思いを
新たにいたしました。振り返ると、50年前は、日本の高度経済成長の
シンボルでもある第1回東京オリンピックが開催された年にあたりま
す。また、富士通が、まだ黎明期にあったコンピュータビジネスに社
運を賭けるという大きな決断をした時期に当たります。その当時から
の技術の進化、そしてICTがビジネスや社会にもたらした変化には
目を見張るものがあり、その歴史に思いを馳せるたびに、皆様に支えら
れ共に実現してきた数々の成果を誇りに思います。

今、私たちの社会はICTの進化がもたらす「第三の産業革命」とも
いうべき時代の転換点にあります。デジタル化の進展は、人と人との

コミュニケーションの在り方を変え、組織や業界、国境を越えた
コラボレーションを生み出しています。すべてのモノがつながる世界、
Internet of Everythingが実現すれば、暮らしのサポートや、農業や
モノづくりをはじめとする産業、交通などの都市インフラに大きな
革新をもたらすと期待されています。そのような豊かな社会を実現する
ためには、ICTのインフラを含め、私たちが取り組まねばならない
イノベーションが数多くあります。特に、5年後に開催される東京オリン
ピック・パラリンピックに向けては、ICTによる社会インフラ変革が
大きく進むと考えています。富士通、そして会員の皆様にとりまして、
非常に大きなチャンスが待ち受けていると確信しています。

この2015年は、次なる半世紀に向けた船出の年であり、また
富士通にとりましては創立80周年となる節目の年です。これからも、
皆様のビジネスの発展に向けてビジネスイノベーションに取り組む
とともに、豊かな社会の実現に向けたチャレンジを続けてまいりま
すので、倍旧のご指導、ご鞭撻をたまわりますよう、よろしくお願い
申し上げます。

過去50年への感謝、新たな50年へ挑戦!!

次の半世紀に向けた新たな旅立ちへ

FUJITSUファミリ会　会長
サントリーホールディングス株式会社   下條 泰利

富士通株式会社
代表取締役社長   山本 正已
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